
製錬に使用したと思われ製錬に使用したと思われる
 る つぼ る つぼ

坩堝坩堝製錬に使用したと思われる
 る つぼ

坩堝

　県　県道
 え  い  ち らん え  い  ち らん

頴娃知覧線（南薩縦貫道：知覧道路）改築事業に伴う発掘調査が行われ線（南薩縦貫道：知覧道路）改築事業に伴う発掘調査が行われた
かねやますいしゃかねやますいしゃ

金山水金山水車（
とどろきせいれんじょとどろきせいれんじょ

轟 製轟 製錬所）跡（南）跡（南

九州市）が，貴重な近代産業遺産として，現地に保存されることになり , 平成 29 年 4 月 21 日に県指定史九州市）が，貴重な近代産業遺産として，現地に保存されることになり , 平成 29 年 4 月 21 日に県指定史

跡に跡になりなりました。ました。

　金山水車（轟製錬所）跡は，明治の終わりから昭和の初めにかけ　金山水車（轟製錬所）跡は，明治の終わりから昭和の初めにかけて
そうぎょうそうぎょう

操 業 していたしていた「
みやうちこうざんみやうちこうざん

宮内鉱宮内鉱山轟製錬所」轟製錬所」

の跡です。直線距離で約８㎞離れの跡です。直線距離で約８㎞離れた
あけ しあけ し

赤石鉱山（南九州市）鉱山（南九州市）

から荷馬車で金や銀の鉱石を運び，麓川の水力で水車を回ら荷馬車で金や銀の鉱石を運び，麓川の水力で水車を回

して鉱石を細かて鉱石を細かく
くだくだ

砕き，金や銀を取り出す作業をき，金や銀を取り出す作業を行ってい行ってい

ました。ました。

　平成 26年度の発掘調査によって水車に水を引き込　平成 26年度の発掘調査によって水車に水を引き込む
どうすいこうどうすいこう

導水導水溝

や水車を設置したと考えられや水車を設置したと考えられる
すいしゃこうすいしゃこう

水車水車坑，それに関連する建物，それに関連する建物

跡等の詳細が明らかになりました。跡等の詳細が明らかになりました。
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　今年度，発掘調査が行われている，

県立埋蔵文化財センターと (公財 )

埋蔵文化財調査センターの発掘調査

成果の一部を紹介します。

県立埋蔵文化財センターの発掘調査…

（公財）鹿児島県文化振興財団

埋蔵文化財調査センターの発掘調査
…
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　南九州西回り自動車道建設に
ともな

伴い，出水市
ろくがつ だ

六月田町に所在する六反ヶ丸遺跡の確認調

査を行いました。
ひょう ど

表土のすぐ下からは，弥生時代から

古墳時代の遺物が発見されています。その下層は，縄文時代の後晩期

の層が安定してあり，多くの土器片と完形に近い鉢も発見されました。

表土から比較的浅いところから，周囲が住宅地であるにもかかわらず

割れずに完形に近い土器が発見できたのも，
こめ の  つ

米ノ津川下流域で，自然

堤防による水田地域が広がっているおかげかもしれません。9月から本

調査が始まりました。中世の
ちゅうけつ

柱穴跡も出てきていることから，多くの

発見が期待されます。

～
ろくたん が  まる

六反ヶ丸遺跡 (
い ず み

出水市 ) ～

割れずに残った
はち

鉢

鉢の出土状況鉢の出土状況鉢の出土状況

鉢の拡大図鉢の拡大図鉢の拡大図 完形に近い鉢完形に近い鉢完形に近い鉢 Ｘ線透過撮影画像Ｘ線透過撮影画像Ｘ線透過撮影画像

　小牧遺跡は，鹿屋市
くし らちょうほそやま だ

串良町細山田にあります。シラ

ス台地として有名な
かさ の はら

笠野原台地の東の
はし

端にあり，すぐそばを串良川が

流れています。発掘調査は今年で３年目になり，これまでに，中世の

集落跡や古墳時代の住居跡，縄文時代の
さい し

祭祀・
 ぎ れい

儀礼の跡など，様々な

時代の遺構や遺物が数多く発見されました。

　今年も，平安時代の
ほったてばしら

掘立柱建物跡や古墳時代の
たてあな

竪穴住居跡，弥生時

代の竪穴住居跡や
ちょぞうけつ

貯蔵穴跡，縄文時代の竪穴住居跡や
しゅうせき

集石遺構，旧石

器時代の作業場跡などの発見がありました。今は周りにサツマイモ畑

が広がる小牧遺跡ですが，近くに川が流れ，見晴らしがよく，昔の人々

にとっては住み心地のよい場所であったようです。

～
  こ  まき

小牧遺跡 (
か の や

鹿屋市 ) ～

昔から住みやすい場所！

旧石器時代の遺物出土状況旧石器時代の遺物出土状況旧石器時代の遺物出土状況

縄文時代の集石遺構縄文時代の集石遺構縄文時代の集石遺構

古代の掘立柱建物跡古代の掘立柱建物跡古代の掘立柱建物跡古墳時代の竪穴住居跡古墳時代の竪穴住居跡古墳時代の竪穴住居跡調査風景調査風景調査風景

　上野原遺跡の集落跡から出土した縄

文土器の
もんよう

文様は，
なわ め

縄目ではなく，主に

「ハイガイ」や「サルボウ」といった

海に
せいそく

生息する貝で
ほどこ

施されています。

　形は，上から見た形が○の円筒形と

□の角筒形があり，
どう ぶ

胴部は筒状，底部

は平らになっています。

　角筒形は全国でもほとんど例のない

特殊な形の土器です。南九州で独自に

発生したと考えられ，上野原遺跡で用

いられていた頃が文様・形状ともに最

も美しいと言われています。また，土器の厚さは

うすく仕上げられており，当時の土器製作技術の

高さが
うかが

窺 えます。この土器は，広く南九州一帯

に分布しており，平底の特徴など南九州の独自性

が
 こ

濃い土器とし

て知られていま

す。
　

用途としては，
 に  た

煮炊きやドングリなどのあく抜きに使われた

と考えられています。

　また，この時期の土器として円筒形・角筒

形の土器の他に，上から見た形がレモン形を

した土器があることがわかってきました。「レモン形」と呼ばれるこの

土器は，
こうえん

口縁部の
とっ き

突起が角筒形は４か所であるのに対し２か所で，突起

のない部分は丸くカーブを描きます。底部の平底と文様の形態は，円筒

形・角筒形と同じです。 

 

　上野原遺跡からは，木の実を
 す

磨りつぶす道具と

して石皿が数多く出土しています。その一部は，

わざわざ手間をかけて形を整えたもので， 
 か くりやま

加栗山

遺跡（鹿児島市）から出土した石皿と形が似てい

ます。上野原遺跡のこの石皿は，完全な形のもの

はなく，割れた一部分が出土しています。

　その後発掘調査された
ながさこびら

永迫平遺跡（日置市）や
じょうづか

定塚遺跡（曽於市）からも，使い込まれた完全な形の

石皿が見つかり，縄文時代早期前葉（約 9.500 年前）期に見られる石皿の一つの形であることが再確認

されました。

　この時期の大規模な集落跡からこのような石皿が見つかることは，
ていじゅう

定住が始まって，当時の人々の生

活に余裕ができたからかも知れません。 

建山遺跡出土のレモン形土器
前原遺跡出土のレモン形土器

建山遺跡出土のレモン形土器

上野原遺跡出土の土器
（手前から円筒形，　　　　
　　　　角筒形，レモン形）

②

③

遺跡名 市町村名

1 加栗山 鹿児島市

2 山崎Ｂ 湧水町

3 永野 南九州市

4 宇治野原 南さつま市

5 鷹爪野 南九州市

6 上野原 霧島市

7 大中原 南大隅町

8 桐木 曽於市

9 永迫平 日置市

10 建昌城跡 姶良市

11 諏訪牟田 南さつま市

12 前原 鹿児島市

13 市ノ原 日置市

14 建山 曽於市

15 定塚 曽於市

レモン形土器が見つかっている遺跡
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遺構配置図
SB= 掘立柱建物跡
SI= 竪穴建物跡
SK= 土坑

SL= 炉跡
SD= 溝状遺構

0 5 10 m20

SB01

SI01

SD03

SD02

SD01
SB02

SK10

SK08SK09

SK03

SK07 SK06

SL01

SL02

SL05 SL04

SD04（
わだち

轍 状）

SK04

SK05

SK11

　県道伊集院蒲生溝辺線改築に伴う発掘調査を，平成　県道伊集院蒲生溝辺線改築に伴う発掘調査を，平成

27・28 年度に合計 9 ヶ月行った木佐木原遺跡を紹介し27・28 年度に合計 9ヶ月行った木佐木原遺跡を紹介し

ます。発掘調査はすでに終了し，現在，報告書刊行にます。発掘調査はすでに終了し，現在，報告書刊行に

向けて整理作業を進めています。

　
県道

 い じゅういんかも う みぞ べ

伊 集 院蒲生溝辺線改築に
ともな

伴 う発掘調査を，平

成27・28年度に合計9か月間実施した木佐木原遺跡を紹

介します。発掘調査はすでに終了し，現在，報告書
かんこう

刊行

に向けて整理作業を進めています。

　木佐木原遺跡は姶良市

蒲生町
かみぎゅうとく

上 久 德に
しょざい

所在しま

す。標高約16ｍの
 か がんだんきゅう

河岸段丘

上に立地しており，すぐ

近くに
うしろごうがわ

後 郷川が流れてい

ます。その川向かいの山

には蒲生城跡があり，旧

蒲生町のほぼ中心部に位置しています。

　
遺跡の北側には

よねまる

米丸マール（約 8,000 年前爆発），
あおじき

青敷（約

10 万年前活動），そして
すみよしいけ

住吉池（約 8,200 年前爆発）という

3 つの火山があるのが特徴の１つで，その中の米丸マールが

この遺跡を理解する上で，非常に重要なポイントとなります。

　昨年度までの調査の成果として，①縄文中期後半から後期

前半の遺物が大量に発見されたこと，②米丸マール噴出物の
がんばんそう

岩盤層を
 ほ

掘り
 ぬ

抜いた中世遺構が発見されたこと，③液状化現

象に伴う
ふんさ

噴砂などの自然災害の
こんせき

痕跡が発見されたことがあげ

られます。

☆マールとは？

　
地下水とマグマが

 ふ

触れ合って起こるマグマ
すいじょう き  ばくはつ

水 蒸 気爆発によってできた
えんけい

円形

の
 か  こう

火口で，その周囲に噴出物が堆積した
かんじょう

環 状 の低い丘がある。

　土器や石器が多数発見されました。土器の種類は，
なみ き

並木式，
 あ だか

阿高式，
なんぷく じ

南福寺式土器が
しゅたい

主体で，その他にも岩

崎下層式・岩崎上層式・指宿式土器も見られました。また，

黒曜石でできた
せきぞく

石鏃などの他に，小型の
 ま せいせき ふ

磨製石斧や軽石

の加工品が多く発見されたのも特徴的です。

遺構配置図
SB= 掘立柱建物跡
SI= 竪穴建物跡
SK= 土坑

SL= 炉跡
SD= 溝状遺構

SK10
SK07 SK06SL02

　
トレンチの

へきめん

壁面（地層の

断面）に見られた噴砂の通

り道。地表面では地震によっ

て生じた
 き れつ

亀裂（右写真）から
えきじょう か

液状化した土砂が

地表に
 ふ

噴き出したと考えられます。

　

 ろ あと

炉跡（SL04）は，長径

約 2m，短径約 1.5m，深さ

が 15 ～ 20cm，内部からヘ

ラ切りの
 は  じ  き つき

土師器坏などが見

つかっています。

　
ほったてばしら

掘立柱 建物跡（SB01）は，2×2間の
そうばしら

総 柱となってい

ます。柱穴（右写真）は，米丸マール噴出物の岩盤層を

きれいに掘り抜いてありました。土に比べて掘りにくい

岩盤層の上に建物を建てるのは多くの時間と
ろうりょく

労 力 を必

要としたことでしょう。

米丸マールと青敷米丸マールと青敷米丸マールと青敷

住吉池（住吉池マール）住吉池（住吉池マール）住吉池（住吉池マール）

調査現場（下）と米丸マール（上）調査現場（下）と米丸マール（上）調査現場（下）と米丸マール（上） 0 5 10 m20
SL01

跡は姶良市

に
しょざい

所在しま
か がんだんきゅう

岸

　カマド状遺構（SL01）は，
ちょうけい

長 径が約 240cm，
たんけい

短径が約

110cm，検出面からの深さが

約 30cm でした。
 ろ へき

炉壁・床面

ともに強い熱を受けていて，

多量の炭化物が出土しまし

た。中世の
 は  じ  き つき

土師器坏と思わ

れる小さなかけらが発見さ

れています。この遺構は岩

盤層の自然の落ち込みを利

用して作られたものではな

いかと考えられます。

　米丸マール噴出物

は，細かな粒が
たいせき

堆積

した厚さ数 cm から

数 10cm の層が多数

重なっています。さ

らにその最上部に溶

岩のように固くなっ

た岩盤層が堆積して

います。遺跡近くの

後郷川の
 ろ とう

露頭では，こ

れらの噴出物が 6ｍ

以上堆積しているこ

とがわかりました。

岩盤層岩盤層

細かな粒の層細かな粒の層

岩盤層

細かな粒の層

SI01

SD03SD01K08

　米丸

は，細

した厚

数 10c

重なっ

らにそ

岩のよ

岩盤

　

たてあな

竪穴建物跡（SI01）は縦横約 2m の大きさで，内部から
たん か 

炭化した木材が大量に発見されました。おそらく建物が
しょうしつ

焼 失した跡ではないかと考えられます。床面は米丸マー

ル
ふんしゅつぶつ

噴 出 物の岩盤層で，
 よ すみ

四隅の
ちゅうけつ

柱 穴に岩盤層をはがして

ブロック
れん が

煉瓦のように形を整えたものが入れてありまし

た（右写真）。中世の人々が，岩盤層が“板状にはがれる”

という性質を利用していたことがわかります。

至空港→

←
至
郡
山

至加治木→

至祁答院↑

（住吉池マール)
住吉池

米丸マール

蒲生中

蒲生高校

↓
至
入
来

↓
至
入
来

蒲生小蒲生小

蒲生八幡神社蒲生八幡神社

霧島神社霧島神社

蒲生総合支所蒲生総合支所

至
入
来
↓

蒲生小

青敷

蒲生八幡神社

霧島神社

蒲生城跡

前
郷
川

前
郷
川

前
郷
川

後郷川

別府川別府川別府川

蒲生総合支所

木佐木原遺跡
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　平成 29 年 6 月 24 日（土）に
おおしまぐん せ  と うちちょう

大島郡瀬戸内 町 にある
  く  じ はくとうこうじょうあと 

久慈白糖工場跡で発掘現場が公開されました。昨年の 10月

に続いて 2 回目となる，発掘調査の成

果を広く発信するイベントです。

　当日は，梅雨明け直前ながら天気に恵

まれ，139名の見学者が訪れました。また，

会場では地域の方々のおもてなしもあ

り，終日
にぎ

賑わっていました。

　県立埋蔵文化財センターでは，幕末

から明治期の産業遺産の実態を解明するために，平成 27年度から「かごし

ま近代化遺産調査事業」に取り組んでいます。久慈白糖工場跡の発掘調査も，

この事業の一環として行われました。

　
ぶんけん

文献や久慈集落の
でんしょう

伝 承 から，今回の調査区内に白糖工場があったとさ

れています。しかし，今まで本格的な発掘調査は行われておらず，正確な

位置などは分かっていませんでした。

　久慈白糖工場跡の実態解明を目指した，平成 28 年度の調査で，白糖工

場の施設の一部と考えられる
ほうけい

方形と
えんけい

円形の
れん が づみ い こう

煉瓦積遺構を発見しました。このことから，

確かにこの場所に白糖工場が存在していたこ

とが裏付けられました。そこで，今年度の調

査では，方形と円形の煉瓦積遺構の性格を
 は あく

把握することや他の施設，白糖工場建物の

壁や基礎部分などを発見することで工場の範

囲を確定させること目指しました。

　今回の調査では，方形煉瓦構築物の下部

構造がおおまかに把握でき，新たに
れん が じき い こう

煉瓦敷遺構

（下写真）を発見することができました。今後，

これらの遺構の性格などについて詳しく検討

を行い，久慈白糖工場を解明していく予定で

す。

※当日のパンフレットは当センターのホームページから
ダウンロードできます。
(http://www.jomon-no-mori.jp/mbnworks.html)
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